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平
成
２
７
年
度 

那
須
C
・
C 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
三
斗
小
屋 

幻
の
滝
～ 

                        

平
成
２
７
年
9
月
5
日
、
6
時
、
大
田
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
集
合
、

参
加
者
9
名
は
2
台
の
車
に
分
乗
し
、
定
刻
ど
お
り
那
須
に
出
発
を
し
ま

し
た
。 

峰
の
茶
屋
に
て
海
津
さ
ん
と
合
流
を
し
、
県
岳
連
主
催
の
セ
レ
モ
ニ
ー

に
出
席
を
し
、
ゴ
ミ
の
袋
、
軍
手
、
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
を
い
た
だ
き
準
備

体
操
の
あ
と
、
早
々
に
山
に
向
か
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
登
山
道
整
備
も
あ
っ
た
の 

で
鉄
の
ロ
ー
プ
用
杭
を
峠
の
茶
屋
ま 

で
持
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鉄
の
杭
は
、
思
い
の
他
重
く
、
こ 

れ
な
ら
ば
安
全
が
確
保
出
来
る
と
思 

い
、
こ
の
様
な
努
力
が
あ
っ
て
登
山 

者
が
安
心
を
し
て
山
に
登
れ
る
の
だ 

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な 

り
ま
し
た
。 

 

峠
の
茶
屋
で
、
小
休
止
を
取
り
、 

幻
の
滝
に
向
か
い
茶
屋
よ
り
三
斗
小 

屋
方
面
に
下
り
、
避
難
小
屋
、
延
命 

水
を
過
ぎ
い
よ
い
よ
滝
入
り
口
で
す
。 

 
 

入
り
口
に
は
、
見
つ
け
ず
ら
い 

小
さ
い
看
板
が
あ
り
地
図
上
と
少 

し
違
う
な
と
考
え
な
が
ら
小
さ
い 

看
板
の
ほ
う
を
入
る
事
に
し
ま
し 

た
、
案
の
定
、
黒
羽
山
の
会
お
得 

意
の
藪
こ
ぎ
で
す
。
思
っ
て
い
た 

程
の
長
い
藪
で
は
な
く
、
中
に
入 

 
まぼろしの滝（両部の滝）男滝（冷たい）と 

 
女滝（こちらは暖かい水。温泉か？） 

 
 山の日制定の影響か、今年は参加者が多い 

 
これが鉄の杭だ！以外に重い。 
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る
と
見
通
し
の
き
く
林 

で
し
た
、
し
か
し
、
印 

が
な
く
地
図
と
感
で
進 

み
大
き
な
熊
の
罠
を
見 

つ
け
人
が
入
っ
て
い
る 

証
拠
と
少
し
安
堵
し
た 

の
が
間
違
い
で
し
た
、 

再
度
地
図
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付 

き
の
コ
ン
パ
ス
で
方
向 

を
定
め
歩
み
を
進
め
ま 

し
た
。 

     

 

ま
さ
に
、
幻
な
の
か
、
印
は
色
あ
せ
、
落
ち
て 

い
た
り
し
て
人
を
寄
せ
付
け
な
い
感
じ
で
、
自
然 

そ
の
も
の
で
す
。 

 

川
の
近
く
は
、
又
藪
に
な
り
木
に
捕
ま
り
な
が 

ら
川
辺
に
降
り
る
と
そ
こ
は
目
の
前
滝
で
し
た
。
左
右
か
ら
流
れ
落
ち
る

滝
は
ま
さ
に
癒
し
の
空
間
で
し
た
、
右
か
ら
の
滝
は
、
温
泉
で
暖
か
い
水

し
ぶ
き
を
上
げ
、
左
か
ら
の
滝
は
、
真
っ
直
ぐ
に
落
ち
る
冷
た
い
滝
。 

 

滝
を
背
に
、
集
合
写
真
を
撮
り
、
各
自
お
弁
当
を
た
べ
ま
し
た
。 

 

帰
り
は
迷
う
こ
と
な
く
、
三
斗
小
屋
へ
の
道
に
で
ま
し
た
。 

  

花
は
、
峠
の
茶
屋
駐
車
場
付
近
に
は
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
、
ネ
ジ
バ
ナ
、 

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ 

が
咲
き
中
の
茶
屋
よ 

り
上
に
は
オ
ヤ
マ
リ 

ン
ド
ウ
が
秋
を
惜
し 

む
よ
う
に
咲
き
私
た 

ち
を
迎
え
て
く
れ
ま 

し
た
。
峰
の
茶
屋
か 

ら
幻
の
滝
ま
で
は
キ 

ノ
コ
が
多
く
で
て
い 

ま
し
た
、
残
念
な
事 

に
名
前
が
分
か
ら
ず
、 

「
あ
ら
、
キ
ノ
コ
。 

此
処
に
も
、
キ
ノ
コ
」 

で
通
り
す
ご
し
ま
し 

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
掃
登
山
の
成
果 

は
、
登
山
者
一
人
一 

人
の
マ
ナ
ー
が
良
く
登
山
道
に
は
、
殆
ど
落
ち
て
い
ず
、
ビ
ン
一
本
、
缶

一
缶
、
駐
車
場
で
タ
バ
コ
の
吸
殻
多
数
で
し
た
。 

        

 
  入口はここ！目印はあるが分かり難らい。藪こぎだ！ 

 
  GPS にて位置を確認 

 
     やっとまぼろしの滝に到着しホット一息 

 

      大文字草 

 
      御山竜胆 
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１
５
時
、
無
事
峰
の
茶
屋
駐
車
場
到
着
、
大
丸
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
入
浴
、

清
算
、
幻
と
思
っ
て
い
た
滝
を
見
る
事
が
出
来
、
皆
満
足
そ
う
な
顔
で
出

発
地
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
迎
い
、
解
散
を
し
ま
し
た
。
一
日
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
記 

頼
高 

る
み
子
） 

 
 

 
 

 
 

 

            

                           

 

 
        鳥兜 

 
  刈安擬き  剣ヶ峰、朝日岳をバックに 

 
  峰の茶屋から避難小屋を目指して下る 

 
 無事戻ってきました。本日の収穫は結構ありました。 

○ と き 平成 27 年 9 月 6 日（日） 

○ ところ 那須 まぼろしの滝 

○ てんき 曇り時々小雨 

○ あ し 植竹車、折橋車 

○ 参加者 植竹（CL）、海津（SL）、 

伊藤（会計）、頼高（報告）、 

大金（記録）、荒木（撮影）、 

薄井、鐘ヶ江、折橋 

○ コースタイム 

    大田原 HH＝峠の茶屋、那須 CC 開会式－峰の茶屋－避難小屋－延命水－ 

    05:55    06:50   07:30～07:47  08:40～55 09:10  09:20 

    まぼろしの滝分岐－まぼろしの滝（昼食）－まぼろしの滝分岐－峰の茶屋－ 

    09:30～40       11:30～12:10      13:00     13:50～14:00 

    峠の茶屋＝大丸ガーデン（入浴、休憩）＝大田原 HH 

    14:50   15:00～15:40          16:45 
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カシミール 3D にて作成 

分岐地点 

熊の古い罠 

まぼろしの滝 


